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 著者氏名  論文タイトル名
書籍全体の
編集者名

 書　籍　名 出版社名  出版地 出版年  ページ

阿部 純也, 西小
森 隆太, 平家 俊
男

Aicardi-
Goutieres症候群
(解説/特集)

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨床社 大阪 2016 544-550

西小森 隆太, 西
村 玄, 平家 俊男

Spondyloenchondr
odysplasia with
immune
dysregulation
(SPENCDI)(解説/
特集)

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨床社 大阪 2016 551-553

田中 孝之, 西小
森 隆太, 平家 俊
男

メバロン酸キナー
ゼ欠損症(高IgD症
候群)(解説/特集)

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨床社 大阪 2016 779-78

井澤 和司, 西小
森 隆太, 平家 俊
男

PLCG2異常症(解説
/特集）

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨床社 大阪 2016 783-786

井澤 和司, 河合
朋樹, 西小森 隆
太, 平家 俊男

SAVI(解説/特集) 宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨床社 大阪 2016 831-833

河合 朋樹, 平家
俊男

免疫不全を伴う無
汗性外胚葉形成異
常症(EDA-ID)
NEMO異常症と
NFKBIA異常症（解
説・特集）

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨牀社 大阪 2016 304-310

河合 朋樹, 平家
俊男

LUBAC異常症
(HOIL-1欠損症と
HOIP欠損症)(解説
/特集)

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨床社 大阪 2016 311-316

大西秀典 MCM4欠損症、重症
ウイルス感染症易
感染疾患

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨床社 大阪 2016 216-218

大西秀典 単純ヘルペス脳炎
易感染疾患

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨床社 大阪 2016 687-708

金澤伸雄 中條－西村症候群 宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨牀社 大阪 2016 825-830

岡野翼, 今井耕
輔, 金兼弘和

ɤc欠損症(X連鎖重
症複合免疫不全
症)

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨牀社 大阪 2016 16-19

山下基, 今井耕
輔, 金兼弘和

JAK3欠損症 宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨牀社 大阪 2016 20-24

大川哲平,今井耕
輔

CD3γ欠損症 宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨牀社 大阪 2016 87-89

岡本圭祐, 今井耕
輔, 金兼弘和

Omenn症候群 宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨牀社 大阪 2016 175-178

岡本圭祐,今井耕
輔

DOCK2欠損症
/Coronin-1A欠損
症/CD3ζ欠損症

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨牀社 大阪 2016 76-79/43-
47/39-42
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田中桂輔,今井耕
輔

CD3 epsilon欠損
症/CD45欠損症
/CD3δ欠損症

宮坂伸之 別冊日本臨床　免
疫症候群(第2
版)III

日本臨牀社 大阪 2016 36-38/29-
32/33-35

金澤伸雄 Blau症候群 杉山幸比古 呼吸器科医のため
のサルコイドーシ
ス診療ガイド

南江堂 東京 2016 118-122

金澤伸雄 結節性紅斑 山口徹、北
原光男

今日の治療指針
2016年版

医学書院 東京 2016 1242-1243

右田清志 全身性疾患に伴う
関節炎　3 悪性腫
瘍、血液疾患　4
アミロイドーシス

日本リウマ
チ財団、日
本リウマチ
学会

リウマチ病学テキ
スト　改訂第2版

診断と治療
社

東京 2016 365-373

西小森　隆太 自己炎症性疾患 「小児内
科」「小児
外科」編集
委員会

小児疾患診療のた
めの病態生理２

東京医学社 日本 2015 766ｰ770

河合　朋樹　平家
俊男

新しく報告された
免疫不全症

「小児内
科」「小児
外科」編集

小児疾患診療のた
めの病態生理２

東京医学社 日本 2015 779－785

右田清志 全身性疾患に伴う
関節炎　3 悪性腫
瘍、血液疾患　4

日本リウマ
チ財団、日
本リウマチ

リウマチ病学テキ
スト　改訂第2版

診断と治療
社

東京 2016  365-373

河合利尚 原発性免疫不全症
候群

尾崎承一 難病事典 学研メディ
カル秀潤社

東京 2015 464-467

Nobuo Kanazawa
Rare hereditary
autoinflammatory
disorders.

Yan-Hua LiangDermatology Research Advances, 
NOVA
Science
Publishers,

NY 2015 pp.3-18

金澤伸雄 中條‐西村症候群
別冊日本臨床　新領
域症候群シリーズ
No.27神経症候群（第

日本臨床社 東京 2014 pp.683-688

金澤伸雄
Blau症候群、サルコイ
ドーシス診療Q&A集

杉山幸比古
監修、山口
哲生　四十

厚生労働科学研究費
補助金難治性疾患克
服研究事業びまん性

鈴木印刷 宇都宮 2014 pp.114-116

原　寿郎 易感染性 小児血液腫瘍学テキスト　診断と治療社　東京 2015 印刷中

原　寿郎 先天性補体欠損症 小児血液腫瘍学テキスト　診断と治療社　東京 2015 印刷中
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雑誌等における論文掲載（日本語） 

 

 

 

発表者名 論文タイトル名 発表雑誌 巻号 ページ 出版年

金澤伸雄、古川福実 差分解説 中條－西村症候群
（Nakajo-Nishimura
syndrome）

日本医事新報 4813巻 52 2016

金澤伸雄 中條－西村症候群の病因と診
断

新薬と臨牀 65巻 1212-
1217

2016

金澤伸雄 自己炎症疾患 日本サルコイドー
シス／肉芽腫性疾
患学会雑誌

36巻 21-26 2016

右田清志 I 全身性疾患に伴う関節炎
3 悪性腫瘍、血液疾患　4 ア
ミロイドーシス.

リウマチ病学テキ
スト　改訂第2版.

365-373 2016

右田清志 家族性地中海熱の臨床. 別冊日本臨牀　免
疫症候群（第2版）

775-778 2016

岩永 希, 原田康平,
辻 良香, 川原知瑛子,
黒濱大和, 和泉泰衛,
吉田真一郎, 藤川敬
太, 伊藤正博, 川上
純, 右田清志.

TAFRO症候群類似の臨床像を
呈した原発性シェーグレン症
候群の1例.

日本臨床免疫学会
会誌.

39(5) 478-484 2016

山下　舞, 和泉泰衛,
森内由季, 辻 良香,
川原知瑛子, 岩永 希,
野中文陽, 右田清志,
川上　純.

好中球減少に対してガンマグ
ロブリン大量療法が著効した
双極性障害に合併した全身性
エリテマトーデスの一例.

九州リウマチ. 36(2) 106-111 2016

右田清志 定期的に熱、家族性地中海熱
とは？

読売新聞 2016

金兼弘和,高島健浩,今
井耕輔

原発性免疫不全症における診
断のすすめ方

モダンメディア別
冊

62 (4) 130-137 2016

河合　朋樹　平家俊男 自己炎症性疾患 アレルギー・免疫 9月号 1234ｰ81 2015

井澤和司　西小森　隆
太　平家俊男

クリオピリン関連周期熱症候
群

リウマチ科 54 149-154 2015

古本 雅宏. 岡田 まゆ
み. 柴 直子. 丸山 悠
太. 重村 倫成. 小林

 PFAPA症候群100例の臨床像 日本小児科学会雑
誌

119巻6
号

985-990 2015

樋高 秀憲, 坂田 資
尚, 上松 一永, 下田
良, 藤本 一眞, 岩切

潰瘍性大腸炎類似の区域性腸
炎を伴った家族性地中海熱の
1例

Gastroenterologic
al Endoscopy

57巻4号 1203-
1209

2015

右田清志 家族性地中海熱(FMF) リウマチ科 54(2) 137-142 2015

金澤伸雄 なじみのない蕁麻疹様皮疹 MB Derma 228巻 1-8 2015

金澤伸雄 蕁麻疹の鑑別診断－自己炎症
症候群

MB Derma 236巻 27-34 2015

金澤伸雄 中條－西村症候群 リウマチ科 54巻2号 178-184 2015

大西秀典、金子英雄. IgGサブクラス欠損症および
IgA欠損症

小児内科47巻増刊
号

47 718-721 2015

河合利尚 Blau症候群と若年発症サルコ
イドーシス

リウマチ科 54(2) 160-5 2015

谷内江昭宏 Autoimmune
lymphoproliferative
syndrome (ALPS)

日本臨床 73巻増
刊号 6

53-58 2015
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今井耕助 原発性免疫不全症　原因探索
法・診断法の進歩

アレルギー・免疫 9月号 1196-
1207

2015

今井耕助 ips細胞を用いた難病研究ー
臨床病態解明と創薬に向けた
研究の最新知見

遺伝子医学MOOK 27号 152-157 2015

今井耕助 リンパ球解析　多パラメータ
解析による免疫担当細胞亜群
同定と機能解析

医学のあゆみ 252巻1
号

48-54 2015

西小森隆太、中川権
史、粟屋美絵、河合朋
樹、八角高裕、平家俊

自己炎症性疾患の新展開（総
説）

臨床リウマチ 26巻2号
79-87 2014

金澤伸雄 中條—西村症候群 別冊日本臨床　新
領域症候群シリー
ズNo.27神経症候群

683-688
2014

金澤伸雄 中條—西村症候群 分子リウマチ治療
7巻

25-29
2014

荻野篤彦、金澤伸雄、
古江増隆

皮膚を編む―小児掌蹠丘疹性
皮膚炎（砂かぶれ様皮膚炎）
や自己炎症疾患の臨床と病態

Seminaria
Dermatologie
No.227 マルホ皮膚
科セミナー［ラジ

4-17 2014

金澤伸雄
中條－西村症候群：和歌山
発・プロテアソーム不全によ
る新しい自己炎症疾患

日本臨床皮膚科医
会近畿ブロック会
報

29 4-5 2014

金澤伸雄 サルコイドーシス 別冊BIO Clinica 3(2) 80-85 2014

中村悠美、神戸直智 特集「最近のトピックス
2014」最近話題の皮膚疾患
自己炎症性疾患

臨皮 68(5増)
10-14 2014

高田紗奈美、神戸直智 アレルギー用語解説シリーズ
インフラマソーム

アレルギー 63 1142-
1143

2014

高田紗奈美、神戸直智 Trend in Allergy　インフラ
マソーム

皮膚アレルギーフ
ロンティア

12
164-165 2014

中野倫代、神戸直智 特集「自己炎症症候群の診断
と治療」　若年発症サルコイ
ドーシス／Blau症候群

分子リウマチ治療 7
22-24 2014

江原瑞枝、神戸直智 総説　若年発症サルコイドー
シス／Blau症候群

呼吸 33
3-9 2014

若林正一郎、神戸直智 内科疾患と皮疹　自己炎症症
候群と皮疹

medicina 51
871-875 2014

原　寿郎
原発性免疫不全症～診断と治
療の進歩～

MEDICAMENT NEWS 2188号 印刷中 2015

原　寿郎 易感染性 小児内科 印刷中 2015
石村匡崇、高田英俊、
原 寿郎

限られたウイルスに易感染性
を示す免疫不全症（単純ヘル
ペス脳炎、EBV、パピローマ
ウイルス、細胞融解型感染形
式をとるウイルス）

小児内科 46 1470-4

2014

戸田尚子、原 寿郎 先天性免疫不全症と低栄養 臨床栄養（別冊JCN
セレクト9）

Feb 167-72
2014

森尾友宏 自然免疫と発熱 小児内科 46 324-7 2014
高島健浩、森尾友宏 原発性免疫不全症の分子的背

景と免疫異常
リウマチ科 51 590-1

2014

中畑龍俊
iPS細胞からHTSに耐えうる疾
患モデル評価系の構築

国際医薬品情報
通巻第
1026号

25-27 2015

中畑龍俊

特集によせて（iPS細胞を用
いた難病研究－臨床病態解明
と創薬に向けた研究の最新知
見）

遺伝子医学MOOK 27 23-26 2015

大西秀典、加藤善一
郎.

細胞内寄生菌に脆弱性を示す
免疫不全症 (MSMDなど)

小児内科 46 1492-7 2014

川口鎮司
膠原病における疾患関連マー
カーと肺病変

呼吸器内科 26 220-223 2014

川口鎮司
注目される間質性肺炎の依存
症　肺高血圧症

日本医師会雑誌 143 970 2014
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川口鎮司 混合性結合組織病 日本内科学会雑誌 103
2501-
2506

2014

川口鎮司 膠原病に伴う神経障害 別冊日本臨床 27 572-576 2014

強皮症
神経症候群（第２
版）

 右田清志*，和泉泰
衛，地内友香，川原知
瑛子，川上　純．

家族性地中海熱．特集：自己
炎症症候群の診断と治療．

分子リウマチ治療 7 7-12 2014

右田清志*, 野中文陽,
清水俊匡, 江口勝美.

尿酸によるNLRP3インフラマ
ソームの活性化機構.

Clinical
Immunology &
Allergology. 臨床
免疫・アレルギー
科.

62 338-343 2014

右田清志*，藤川敬
太，川上　純.

IL-6と家族性地中海熱.
Rheumatic &
Autoimmune
Diseases

2 30-31 2014

右田清志*，川上　純,
江口勝美.

自己炎症疾患の診断と治療. 日本内科学会雑誌 103
2594-
2602

2014

金兼弘和
小児免疫不全症の現状と展望
造血不全を合併する原発性免
疫不全症

日本小児血液・が
ん学会雑誌

51 510-514 2014

西田直徳, 金兼弘和
ピンポイント小児医療－免疫
不全症を疑うときの初期検査

小児内科 46 237-243 2014

金兼弘和
ガンマグロブリン補充療法－
静注製剤と皮下注製剤

小児内科 46
1449-
1453

2014

星野顕宏, 金兼弘和 自己免疫リンパ増殖症候群 小児科 55
1633-
1637

2014

金兼弘和
原発性免疫不全症に合併する
自己炎症疾患～炎症性腸疾患
をモデルとして～

日本小児科学会雑
誌

118
1588-
1594

2014

江口郁、野村 裕一,
久保田 知洋, 山遠
剛, 井之上 寿美, 丸
山 慎介, 西川 拓朗,
和田 昭宏, 河野 嘉
文, 武井 修治．

川崎病の診断基準を満たした
若年性特発性関節炎の1例
インターロイキン18値測定の
有用性．

小児科臨床 67（7） 1173-
1176

2014

武井修治 自然免疫と適応免疫のクロス
トークーSLEにおける自然免
疫の機能不全．臨床とウイル
ス

臨床とウイルス 42（3） 89-96 2014
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発表者名 論文タイトル名 発表雑誌 巻号 ページ 出版年

Shumpei Y, Imagawa T, Nishikomori R,
Takada H, Abrams K, Lheritier K,
Heike T,Hara T.

Long-term safety and efficacy of
canakinumab in cryopyrin-associated
periodic syndrome: results from an
open-label, phase III pivotal study
in
Japanese patients.

Clin Exp
Rheumatol.

印刷中 印刷中 2017

Eroglu FK, Kasapcopur O, Beşbaş N,
Ozaltin F, Bilginer Y, Barut K,
Mensa-Vilaro A, Nakagawa K, Heike T,
Nishikomori R, Arostegui J, Ozen S.

Genetic and clinical features of
cryopyrin-associated periodic
syndromes in Turkish children.

Clin Exp
Rheumatol.

102(6) 115-
120

2016

Kawasaki Y, Oda H, Ito J, Niwa A,
Tanaka T, Hijikata A, Seki R,
Nagahashi A, Osawa M, Asaka I,
Watanabe A, Nishimata S, Shirai T,
Kawashima H, Ohara O, Nakahata T,
Nishikomori R, Heike T, Saito MK.

Identification of a High-Frequency
Somatic NLRC4 Mutation as a Cause of
Autoinflammation by Pluripotent
Cell-Based Phenotype Dissection.
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